
心

以
上
の
如
く
で
あ
る
。
こ
の
爾
文
化
遺
跡
の
性
格
を
置
別
ざ

　
　

亦
今
や
世
界
的
に
な
っ
た
と
碍
さ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。

し
て
考
へ
、
斯
様
に
、
ま
と
め
あ
げ
、
更
に
賓
年
代
を
、
は
つ

き
り
考
定
さ
れ
ん
と
し
た
意
企
は
、
主
と
し
て
著
者
の
一
人
水

野
學
士
の
考
察
の
や
り
方
で
あ
る
事
が
自
ら
理
解
さ
れ
て
く
る

の
で
あ
る
。
調
査
報
告
の
類
と
は
い
ひ
乍
ら
、
我
々
一
般
讃
者

か
ら
見
て
も
本
書
の
中
に
信
将
来
の
東
亜
先
史
文
化
の
考
察
に

様
々
な
教
示
を
あ
た
へ
て
哭
れ
る
箇
所
が
少
く
た
い
。
考
古
學

的
遺
物
に
見
る
牧
民
の
生
活
の
必
然
性
、
或
は
積
極
的
年
代
の

不
明
な
北
方
系
櫛
目
文
土
器
の
下
限
の
問
題
等
、
又
本
書
に
呈

示
さ
れ
た
る
諸
遺
物
の
美
事
な
圖
葉
附
き
の
説
明
、
或
は
著
者

狽
自
の
考
察
に
は
将
来
に
残
さ
れ
た
様
々
の
問
題
を
蔵
し
て
ゐ

る
様
に
思
へ
る
の
で
あ
る
。
と
ま
れ
東
亜
考
古
學
に
於
け
る
文

化
の
性
格
の
既
に
「
満
蒙
新
石
器
時
代
要
論
」
或
は
江
上
氏
と

の
共
著
「
内
蒙
古
長
城
地
帯
」
等
で
概
観
さ
れ
た
著
者
の
一
人

水
野
學
士
が
、
更
に
こ
の
赤
峰
に
て
、
賓
際
に
則
し
た
成
巣
を

あ
げ
ら
れ
た
事
は
慶
賀
の
至
り
で
あ
る
。
読
者
は
暑
い
夏
休
に

一
片
の
土
器
を
も
捨
つ
る
事
な
く
整
理
さ
れ
て
ゐ
た
水
野
氏
の

姿
と
本
書
の
出
版
に
敬
意
を
表
さ
ね
ば
た
ら
な
い
。
思
へ
ば
昭

和
二
年
の
貌
子
駕
の
大
良
掘
以
来
、
こ
ｘ
に
甲
種
第
六
冊
目
の

報
告
を
世
に
出
し
た
東
亜
考
古
學
會
の
學
界
に
於
け
る
功
績
も

〔
藤
岡
謙
二
郎
〕

　
　
　
　

張
家
。
ロ
通
信

　

今
張
家
口
に
も
「
日
軍
廣
東
入
城
」
の
ア
ド
バ
ル
ー
ン
が
碧
空

高
く
揚
っ
て
ゐ
ま
す
。
賞
は
小
生
一
週
間
前
か
ら
蒙
疆
地
区
を
あ

ち
こ
ち
し
て
ゐ
ま
す
・
十
六
日
北
京
を
登
っ
て
十
七
日
堺
朝
大
同

着
、
雲
岡
に
行
き
、
十
八
日
朝
飛
行
機
に
乗
せ
て
貰
っ
て
（
生
れ

て
は
じ
め
て
の
経
嶮
で
す
）
包
頭
へ
、
機
上
か
ら
黄
河
も
眺
め
ま

し
た
。
言
語
に
絶
す
る
壮
快
さ
で
し
た
。
そ
の
日
は
包
頭
泊
り
、

翌
十
九
日
は
厚
和
の
ラ
マ
寺
を
一
巡
し
て
同
處
で
泊
り
、
二
十
日

厚
和
登
、
大
同
を
素
通
り
し
て
張
家
口
へ
、
翌
日
張
家
口
外
元
賓

山
麓
へ
、
こ
の
浸
の
長
城
や
蒙
古
人
の
市
を
開
く
所
な
ど
を
見
て

叉
西
郊
の
賜
兄
山
へ
上
る
。
今
日
は
再
び
城
内
の
各
所
を
見
て
廻

り
ま
し
た
。
明
日
は
こ
／
<
＊
登
っ
て
も
一
度
大
同
へ
節
り
ま
す
。

葉
書
に
は
書
き
切
れ
ぬ
色
々
の
話
が
あ
る
。
云
々
。
森
鹿
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
十
月
二
十
三
日
登
、
日
比
野
宛
）
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